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玉
川
村
桜
愛
好
会
（
吉
村
幸
雄
会
長
）
に
よ
る

桜
の
植
樹
祭
が
、
４
月
15
日
に
南
須
釜
の
権
現

山
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
同
愛
好
会
で
は
、
昨
年
か
ら
権
現
山
ま
で
の
遊

歩
道
の
整
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
遊

歩
道
沿
い
に
、
大
山
桜
や
シ
ダ
レ
桜
な
ど
の
苗
木

を
植
え
ま
し
た
。
使
用
し
た
桜
の
苗
木
は
、
宝
く

じ
桜
配
布
事
業
に
よ
り
日
本
桜
の
会
か
ら
支
給
さ

れ
た
も
の
で
、
全
部
で
約
３
０
０
本
を
植
え
ま
し

た
。�

　
植
樹
祭
は
、
こ
の
ほ
ど
第
一
次

工
事
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
行
わ

れ
た
も
の
で
、
同
愛
好
会
や
地
元
、

村
関
係
な
ど
か
ら
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
吉
村

会
長
が
「
桜
の
一
大
名
所
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

車
田
次
夫
村
長
（
当
時
）、
車
田

政
美
教
育
長
、
矢
部
玄
信
議
長
な

ど
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
ご
と
に
分
か
れ
、
山
頂

付
近
に
記
念
の
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。�

　
同
愛
好
会
で
は
、
大
寺
城
公
園

に
も
、
約
20
本
の
桜
を
植
え
ま

し
た
。�

���

　
玉
川
村
長
選
挙
に
お
い
て
、
無

投
票
で
初
当
選
を
果
た
し
た
石
森

春
男
村
長
（
56
歳
）
が
５
月
１
日
、

役
場
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。�

　
多
く
の
支
持
者
と
と
も
に
役
場

に
到
着
し
た
石
森
村
長
は
、
さ
っ

そ
く
女
性
職
員
か
ら
襟
に
記
章
を

つ
け
て
も
ら
い
、
花
束
を
贈
ら
れ

る
と
、
正
面
玄
関
で
出
迎
え
た
大

勢
の
職
員
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、

村
長
室
へ
と
入
り
ま
し
た
。�

���
　
村
長
の
就
任
式
は
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
で
は
、
職
員
を
代
表
し
て
草

野
亀
雄
総
務
課
長
、
ま
た
、
村
議

会
を
代
表
し
て
矢
部
玄
信
議
長
が

そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。�

　
続
い
て
石
森
村
長
が
、
出
席
し

た
職
員
を
前
に
「
厳
し
い
時
代
で

は
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
人
材
の
中

で
的
確
な
行
政
運
営
を
お
願
い
す

る
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。�

　
石
森
村
長
の
任
期
は
、
４
月
30

日
か
ら
平
成
23
年
４
月
29
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。�

　
１
議
席
欠
員
と
な
っ
て
い
た
村

議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
の
投
票
が
、

統
一
地
方
選
挙
後
半
の
４
月
22
日
、

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
と
同
時
に

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
同
選
挙
に
は
２
名
が
立
候
補
し
、

開
票
の
結
果
、
新
人
の
溝
井
丈
樹

氏
（
46
歳
・
小
高
）
が
初
当
選
を

果
た
し
ま
し
た
。�

　
溝
井
氏
の
任
期
は
平
成
20
年
３

月
30
日
ま
で
で
す
。�

　
こ
の
た
び
の
村
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
の
力
強
い

ご
支
援
と
温
か
い
励
ま
し
を
い
た

だ
き
、
無
投
票
の
栄
に
浴
し
、
第

７
代
の
玉
川
村
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。�

　
村
民
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の

職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て

お
り
ま
す
。�

　
わ
が
玉
川
村
は
、
合
併
に
よ
り

昭
和
30
年
に
誕
生
し
て
以
来
、
52

年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
初
代
の
故
大
木
一
夫
村
長
か

ら
車
田
次
夫
前
村
長
ま
で
、
本
村

の
振
興
発
展
の
た
め
に
多
大
な
ご

尽
力
を
な
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
誠

に
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
、
改

め
ま
し
て
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。�

　
私
も
村
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
、
本
村
発
展
の
た
め
最
善
の
努

力
を
す
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
。�

　
私
は
、
「
『
皆
さ
ん
と
の
対
話

に
よ
る
』
暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く

り
」
を
信
条
と
い
た
し
ま
し
て
、

誠
実
、
公
正
、
公
平
を
基
本
理
念

に
、
５
つ
の
政
策
を
か
か
げ
、
一

日
一
日
着
実
に
村
政
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。�

　
ま
ず
１
つ
は
、
人
づ
く
り
は
何

と
い
っ
て
も
地
域
づ
く
り
の
基
盤

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
代
を
担
う

人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
振
興
に

よ
る
輝
く
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
農
業
、
工
業
、
商
業
の
調

和
の
と
れ
た
産
業
振
興
に
よ
り
躍

進
す
る
村
づ
く
り
、
３
つ
目
は
、

生
活
環
境
の
整
備
に
よ
り
、
安
全
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
、

４
つ
目
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実

と
福
祉
の
向
上
に
よ
り
、
活
き
活

き
と
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
、
そ
し

て
５
つ
目
は
、
女
性
が
積
極
的
に

参
画
で
き
る
村
づ
く
り
の
推
進
で

あ
り
ま
す
。�

　
も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
身
で

は
あ
り
ま
す
が
、
人
が
中
心
の
村

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
皆
様
と
と
も

に
知
恵
を
出
し
て
、
汗
を
流
し
て
、

暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く
り
の
た
め

に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
村
政
に
は
議

会
、
並
び
に
村
民
の
皆
様
方
の
信

頼
と
ご
協
力
が
何
よ
り
も
重
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

方
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。�

拍
手
で
迎
え
ら
れ
初
登
庁�

玉
川
村
長  

石
森
春
男�

「
就
任
の
あ
い
さ
つ
」�

就
任
式
で
訓
示�

村
議
会
議
員
補
欠
選
挙�

溝
井
氏
が
初
当
選�

桜愛好会が遊歩道に300本の桜を植樹�

就任式で職員を前に訓示� 笑顔で襟に記章をつけてもらう石森村長�

小針選挙管理委員長から当選証書を付与される溝井氏（左）�

植樹を終えて全員そろって記念撮影�

桜を植樹する参加者�
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年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。�
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。�

社会保険事務所出張相談日程表�
場所�

月�

6月� ―� 28日（木）� 10：00～　�
15：00

石川町勤労青少年�
ホーム会議室�

須賀川市体育館�
会議室�

開催時間�

　
平
成
19
年
度
の
各
行
政
区
の
区

長
が
決
ま
り
、
４
月
５
日
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
行
政
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。�

青
井
沢
上
組
長
　
小
原
　
幸
夫�

青
井
沢
下
組
長
　
馬
上
　
　
肇�

河

平

組

長
　
関
根
　
正
敬�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
自
身
の
年

金
加
入
記
録
を
い
つ
で
も
閲
覧
で

き
る
「
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
」
が
便
利
で
す
。�

▼
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

を
取
得
し
て
ご
自
身
の
年
金
加
入

記
録
を
確
認
で
き
ま
す
。�

▼
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
に

つ
い
て
、
次
の
記
録
を
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。�

　
　
こ
れ
ま
で
加
入
さ
れ
て
い
る

　
公
的
年
金
制
度
の
加
入
履
歴
（
加

　
入
制
度
、
事
業
所
名
称
、
資
格

　
取
得
・
喪
失
年
月
日
、
加
入
月

　
数
等
）�

　
　
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
状

　
況�

　
　
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
の
標

　
準
報
酬
月
額
、
標
準
賞
与
額
な

　
ど
　
　
　�

　
※
提
供
す
る
年
金
加
入
記
録
は

　
毎
月
１
回
更
新
い
た
し
ま
す
。�

▼
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

(h
ttp
://w

w
w
.sia.g

o.jp
/)

か
ら

24
時
間
い
つ
で
も
確
認
、
お
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。�

　
◇
お
申
し
込
み
の
際
は
、
基
礎

　
年
金
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す

　
の
で
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

　
年
金
番
号
通
知
書
を
ご
用
意
く

　
だ
さ
い
。�

　
◇
年
金
手
帳
等
を
紛
失
し
て
し

　
ま
っ
た
場
合
は
、
再
発
行
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
社
会

　
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
郡
山
社
会
保
険
事
務
所�
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村
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
日
々
活
躍
い
た
だ
く
、

玉
川
村
消
防
団
の
平
成
19
年
度
各
分
団
長
は
次
の
方
々
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

平
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今
期
限
り
で
退
任
し
た
車
田
次
夫
前
村
長
、

並
び
に
、
日
を
同
じ
く
し
て
退
任
し
た
小
原
嗣

男
前
副
村
長
の
退
任
式
が
、
４
月
27
日
に
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
で
は
、
車
田
前
村
長
が
「
昭
和
62
年
４
月

に
就
任
し
て
以
来
20
年
。
こ
の
間
健
康
に
恵
ま

れ
、
ま
た
大
き
な
事
件
、
事
故
も
な
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
の
が
一
番
の
宝
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
時
代
に
対
応
し

た
村
づ
く
り
を
進
め
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
小
原
前
副
村
長
も

「
こ
こ
ま
で
大
過
な
く
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
」
と
出
席
し
た
職
員
を
前
に
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、
車
田
前
村
長
、
小

原
前
副
村
長
は
、
正
面
玄
関
前
で

職
員
か
ら
花
束
を
贈
ら
れ
、
今
ま

で
の
労
苦
を
労
う
職
員
の
大
き
な

拍
手
に
見
送
ら
れ
て
、
役
場
庁
舎

を
後
に
し
ま
し
た
。�

　４月から５月にかけて、各地区、学校などで交
通安全教室が行われました。�
　老人クラブを対象とした交通安全教室は、４回
にわたり行われました。教室では横断歩道の渡り
方について、シミュレーションの機械を使い、歩
く速度と車の速度の違いによる危険性などについ
て学びました。�

　
今
年
度
１
回
目
の
３
歳
児
健
診
が
、
４
月
27
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
中
で
、
歯
科
検
診
の
結
果
、
虫
歯
が
一
本
も
な
か
っ
た
よ
い

歯
の
子
ど
も
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

(

　)

は
保
護
者
と
地
区
名�

よい歯の�
子どもたち�

石森　文翔くん�
（正文・山小屋）�

販売場所：教育委員会　公民館　須釜支所　　問い合わせ：教育委員会　　57－4633

石森かのんちゃん�
（雅幸・南須釜）�

坂本実乃里ちゃん�
（貴幸・川辺）�

矢部　果琳ちゃん�
（一之・川辺）�

小林　愛ちゃん�
（英夫・竜崎）�

虫
歯
虫
歯
が
な
い
よ

な
い
よ�

虫
歯
が
な
い
よ�

販売価格 1,000円�
（村外の方は2,000円となります）�

20年間おつかれさまでした�
車田次夫前村長が退任�

多
く
の
職
員
に
見
送
ら
れ
、役
場
庁
舎
を
後
に�

小
原
前
副
村
長
も
退
任�

交通事故にあわないように�交通事故にあわないように�

職員に見送られて役場を後にする車田前村長（上写真）と小原前副村長（下写真）�

恒例となったいわき石川青年会議所主催の交通安全教室�

川辺小学校では自転車の乗り方について学びました�横断歩道の渡り方を学んだ老人クラブの交通安全教室�
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今
年
度
１
回
目
の
３
歳
児
健
診
が
、
４
月
27
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
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中
で
、
歯
科
検
診
の
結
果
、
虫
歯
が
一
本
も
な
か
っ
た
よ
い

歯
の
子
ど
も
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

(

　)

は
保
護
者
と
地
区
名�

よい歯の�
子どもたち�

石森　文翔くん�
（正文・山小屋）�

販売場所：教育委員会　公民館　須釜支所　　問い合わせ：教育委員会　　57－4633

石森かのんちゃん�
（雅幸・南須釜）�

坂本実乃里ちゃん�
（貴幸・川辺）�

矢部　果琳ちゃん�
（一之・川辺）�

小林　愛ちゃん�
（英夫・竜崎）�

虫
歯
虫
歯
が
な
い
よ

な
い
よ�
虫
歯
が
な
い
よ�

販売価格 1,000円�
（村外の方は2,000円となります）�

20年間おつかれさまでした�
車田次夫前村長が退任�

多
く
の
職
員
に
見
送
ら
れ
、役
場
庁
舎
を
後
に�

小
原
前
副
村
長
も
退
任�

交通事故にあわないように�交通事故にあわないように�

職員に見送られて役場を後にする車田前村長（上写真）と小原前副村長（下写真）�

恒例となったいわき石川青年会議所主催の交通安全教室�

川辺小学校では自転車の乗り方について学びました�横断歩道の渡り方を学んだ老人クラブの交通安全教室�
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糖
尿
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に�

自 慢 の 芸 を 披 露 �

保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
防
教
室
開
催�

　須釜芸能会 (飯島三郎会長 )の主催による、チャリ
ティー須釜芸能の集いが、このほど須釜公民館で開か
れ、79組の出演者が大正琴や歌、踊りなどの自慢の
芸を披露しました。�
　同芸能の集いは今年で15回目。毎年会場に募金箱
を設け、来場者などから募金を募っています。�
　開会式の席上、昨年集まった募金が飯島会長から村
社会福祉協議会へと贈られました。�

チャリティー須釜芸能の集い�

　
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
糖
尿
病
。
患
者

数
は
、
40
歳
以
上
で
は
５
人
に
１
人
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
の
教
室

が
、
４
回
に
わ
た
り
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。�

　
第
１
回
目
は
、
味
原
医
院
の
味
原
隆
先

生
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参

加
者
が
糖
尿
病
の
現
状
と
予
防
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
ほ
か
に
食
生

活
改
善
講
座
や
運
動
講
座
な
ど
が
開
か
れ

ま
し
た
。�

お
子
さ
ん
の
誕
生
を
祝
っ
て�

新
生
児
誕
生
祝
い
金
を
交
付�

　
４
月
８
日
に
新
生
児
誕
生
祝
い
金
の
交

付
式
が
行
わ
れ
、
今
回
該
当
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
祝
い
金
は
、
第
３
子
以
降
の
お
子

さ
ん
が
誕
生
し
た
方
に
、
お
子
さ
ん
の
誕

生
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
交
付
し
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
当
日
は
、
該
当
者
５
名
の
う
ち
今
回
出

席
し
た
４
名
の
皆
さ
ん
に
、
祝
い
金
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。�

味原先生による講演会から�

車田村長（当時）から祝い金を贈られた皆さん�

自慢ののどを披露する出演者�

結成15周年を盛大に祝う�

　玉川ライオンズクラブ (小原良雄会長 )の結成 15
周年記念式典が、４月８日にマーヴェラス末広で開催
されました。式典には、同クラブの会員やブラザーク
ラブ、来賓など約１５０名が出席し、記念の節目を盛
大に祝いました。�
　同クラブは平成４年６月に結成。これまでの間、村
の社会福祉協議会へ自動車を寄贈するなど数々の奉仕
活動を続けてきました。�

玉川ライオンズクラブが記念式典�

15周年を盛大に祝った記念式典�

防犯・防火を呼びかけ�

　４月10日の地域安全の日にちなみ、各地で防犯、
防火の啓発活動が行われました。�
　午後６時30分ごろから、玉川駐在所連絡協議会の
会員や、防犯指導隊員など12名が参加し、スーパー
の買い物客などにチラシを配り、防犯を呼びかけまし
た。�
　また、消防団の各分団では、それぞれの地区で消防
自動車による一斉夜警を行い、防火を呼びかけました。�

地域安全の日で啓発活動�

交
通
安
全
を
願
っ
て�

今
年
も
横
断
旗
寄
贈�

　
毎
年
村
内
の
各
学
校
に
横
断
旗
を
寄
贈

し
て
い
る
、
南
須
釜
出
身
で
郡
山
市
で
新

聞
販
売
店
を
経
営
し
て
い
る
宗
形
浩
さ
ん

が
、
今
年
も
１
５
０
本
の
横
断
旗
を
各
学

校
に
贈
り
ま
し
た
。�

　
贈
呈
式
は
玉
川
第
一
小
学
校
で
行
わ
れ
、

宗
形
さ
ん
か
ら
児
童
代
表
の
大
竹
裕
登
君
、

永
林
美
空
さ
ん
、
吉
田
瑞
穂
さ
ん
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
大
竹
君
が
「
１
年
生
が
事

故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
僕
た
ち
が
守
り
ま

す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。�

監
査
委
員
に
円
谷
氏�

　
村
の
監
査
委
員
に
円
谷
信
幸
氏
（
川
辺
）

が
４
月
26
日
付
け
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

車
田
氏
に
委
嘱
状�

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
車
田
武
夫

氏
（
竜
崎
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。�

児童に横断旗を手渡す宗形さん�

スーパーの買い物客にチラシを配る参加者�

矢吹君が３位入賞�

　極真空手道連盟極真館の主催による全日本青少年空

手道選手権大会が、４月30日に埼玉県で開催され、

組手小学６年男子新人戦に出場した矢吹友聖君 (須釜

小 )が、見事３位に入賞しました。�

　大会には、組手と型の競技の各部門に全国各地から

845人が出場し、熱い戦いを繰り広げました。�

全日本青少年空手道大会�

気合いのこもった戦いが繰り広げられた組手の試合�

監査委員に選任された�
円谷　信幸 氏�

委嘱状の交付を受ける車田氏（右）�
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健康注意報�

～  元気な心・疲れた心元気な心・疲れた心  ～�～  元気な心・疲れた心  ～�

たとえば・・・�
全身の倦怠感、頭痛、めまい、耳鳴り、抜け毛が増える、
風邪っぽさが抜けない、胃の不快感、食欲不振、動悸、
息切れ、消化不良、下痢、便秘、手足のしびれや冷感、
肩こり、腰痛・・など。�
�
どんな症状が表れるかは人それぞれ�
体の症状の陰で、心の疲労が大きくなっています。�
ご注意ください。�

心に起きているうつ状態が、肉体症状の仮面をかぶって表れます�

　いつも同じ靴で、ただ一生懸命歩いていると、靴の底がすり減ってくるように、いつも同じ脳の
一部ばかりを働かせ、同じ毎日の頑張りだけを続けていると、心のエネルギーがすり減ってくるっ
てご存知ですか？�
　この心のエネルギーが枯渇してしまうのが「うつ病」です。心のエネルギーの充電法は、まず、
頑張り過ぎずに休むこと。そして、笑いや涙や感動を取り戻すこと。肝心なのは、充電のタイミング。
タイミングを逸すると心身のバランスを崩してしまいます。�

総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ�

お知�
 らせ�

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ�

�

　
人
事
院
で
は
、
次
に
よ
り
国
家

公
務
員
採
用
　
種
試
験
（
高
校
卒

業
程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。�

▼
受
付
期
間�

　
６
月
26
日
〜
７
月
３
日�

　
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
最
終
日

　
ま
で
の
消
印
有
効
）�

▼
１
次
試
験
日�

　
９
月
９
日�

▼
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格

等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課�

　
試
験
係�

　
　
０
２
２
―

２
２
１
―

２
０
２
２�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o.jp
/�

　saiy
o/saiy

o.h
tm
�

��

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ�

�

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
10
月

下
旬
入
隊
予
定
の
自
衛
官
（
２
等

陸
・
海
・
空
士
）
を
次
に
よ
り
募

集
し
ま
す
。�

▼
受
付
期
間�

　
６
月
18
日
〜
７
月
20
日�

▼
試
験
日�

　
７
月
22
日�

▼
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部�

　
白
河
地
域
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

24
―

０
３
７
２�

��

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル�

�

　
道
路
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
状

況
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
道
路

緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。�

◇
道
路
の
陥
没
◇
道
路
へ
の
落
石

◇
道
路
の
冠
水
◇
道
路
へ
の
倒
木�

▼
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル�

　
　
♯
９
９
１
０�

創
立
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催�

�

　
公
立
岩
瀬
病
院
で
は
、
第
５
回

公
立
岩
瀬
病
院
創
立
記
念
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。�

　
今
年
は
、
病
院
と
深
く
関
わ
り

の
あ
っ
た
後
藤
新
平
氏
の
生
誕
か

ら
１
５
０
年
が
経
ち
ま
す
。
ま
た
、

病
院
が
開
院
し
て
か
ら
１
３
５
年

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
記

念
の
年
に
あ
た
り
、
記
念
植
樹
や

記
念
講
演
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催

し
や
各
種
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
６
月
10
日（
日
）
　午
前
10
時
〜�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
公
立
岩
瀬
病
院
庶
務
課�

　
　
０
２
４
８
―
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３
１
１
１�

��

防
火
管
理
講
習
会
受
講
者

募
集�

�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
で

は
、
各
事
業
所
の
管
理
的
、
監
督

的
な
立
場
に
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
、
甲
種
防
火
管
理
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
６
月
14
日（
木
）、
15
日（
金
）の�

　
２
日
間�

▼
開
催
場
所�

　
須
賀
川
市
宮
の
森
「
ト
ス
テ
ム

　
総
合
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
」�

▼
受
講
受
付
期
間�

　
６
月
８
日
ま
で�

▼
募
集
人
員�

　
１
５
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
）�

▼
必
要
経
費�

　
テ
キ
ス
ト
代
５，
０
０
０
円
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。�

▼
受
講
申
請
書
は
各
消
防
署
、
分

署
、
派
出
所
に
あ
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部�

　
予
防
課
予
防
係�

　
　
０
２
４
８
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健康注意報�

～  元気な心・疲れた心元気な心・疲れた心  ～�～  元気な心・疲れた心  ～�

たとえば・・・�
全身の倦怠感、頭痛、めまい、耳鳴り、抜け毛が増える、
風邪っぽさが抜けない、胃の不快感、食欲不振、動悸、
息切れ、消化不良、下痢、便秘、手足のしびれや冷感、
肩こり、腰痛・・など。�
�
どんな症状が表れるかは人それぞれ�
体の症状の陰で、心の疲労が大きくなっています。�
ご注意ください。�

心に起きているうつ状態が、肉体症状の仮面をかぶって表れます�

　いつも同じ靴で、ただ一生懸命歩いていると、靴の底がすり減ってくるように、いつも同じ脳の
一部ばかりを働かせ、同じ毎日の頑張りだけを続けていると、心のエネルギーがすり減ってくるっ
てご存知ですか？�
　この心のエネルギーが枯渇してしまうのが「うつ病」です。心のエネルギーの充電法は、まず、
頑張り過ぎずに休むこと。そして、笑いや涙や感動を取り戻すこと。肝心なのは、充電のタイミング。
タイミングを逸すると心身のバランスを崩してしまいます。�

総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ�

お知�
 らせ�

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ�

�
　
人
事
院
で
は
、
次
に
よ
り
国
家

公
務
員
採
用
　
種
試
験
（
高
校
卒

業
程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。�

▼
受
付
期
間�

　
６
月
26
日
〜
７
月
３
日�

　
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
最
終
日

　
ま
で
の
消
印
有
効
）�

▼
１
次
試
験
日�

　
９
月
９
日�

▼
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格

等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課�

　
試
験
係�

　
　
０
２
２
―

２
２
１
―

２
０
２
２�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o.jp
/�

　saiy
o/saiy

o.h
tm
�

��

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ�

�

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
10
月

下
旬
入
隊
予
定
の
自
衛
官
（
２
等

陸
・
海
・
空
士
）
を
次
に
よ
り
募

集
し
ま
す
。�

▼
受
付
期
間�

　
６
月
18
日
〜
７
月
20
日�

▼
試
験
日�

　
７
月
22
日�

▼
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部�

　
白
河
地
域
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
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道
路
緊
急
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イ
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道
路
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
状

況
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
道
路

緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。�

◇
道
路
の
陥
没
◇
道
路
へ
の
落
石

◇
道
路
の
冠
水
◇
道
路
へ
の
倒
木�

▼
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル�

　
　
♯
９
９
１
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創
立
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催�

�

　
公
立
岩
瀬
病
院
で
は
、
第
５
回

公
立
岩
瀬
病
院
創
立
記
念
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。�

　
今
年
は
、
病
院
と
深
く
関
わ
り

の
あ
っ
た
後
藤
新
平
氏
の
生
誕
か

ら
１
５
０
年
が
経
ち
ま
す
。
ま
た
、

病
院
が
開
院
し
て
か
ら
１
３
５
年

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
記

念
の
年
に
あ
た
り
、
記
念
植
樹
や

記
念
講
演
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催

し
や
各
種
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
６
月
10
日（
日
）
　午
前
10
時
〜�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
公
立
岩
瀬
病
院
庶
務
課�

　
　
０
２
４
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�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
で

は
、
各
事
業
所
の
管
理
的
、
監
督

的
な
立
場
に
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
、
甲
種
防
火
管
理
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
６
月
14
日（
木
）、
15
日（
金
）の�

　
２
日
間�

▼
開
催
場
所�

　
須
賀
川
市
宮
の
森
「
ト
ス
テ
ム

　
総
合
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
」�

▼
受
講
受
付
期
間�

　
６
月
８
日
ま
で�

▼
募
集
人
員�

　
１
５
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
）�

▼
必
要
経
費�

　
テ
キ
ス
ト
代
５，
０
０
０
円
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。�

▼
受
講
申
請
書
は
各
消
防
署
、
分

署
、
派
出
所
に
あ
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部�

　
予
防
課
予
防
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不動産取得税の軽減措置についてのお知らせ�
　土地や家屋を取得すると、その取得ごとに一度だけ県の不動産取得税が課税されます。税額は
不動産取得税の課税標準額の３％（ただし住宅以外の家屋の取得については３.５％）になります。�
　なお、次の要件を満たしている場合には軽減措置の適用があります。�

特例適用住宅の軽減�
新築住宅�
　要件＝述べ床面積50m2以上240m2以下�
　特例控除額＝価格（注）から1,200万円控除�
中古住宅�
　要件＝次のすべてを満たしていること�
　　　個人である取得者自らが居住するもの�
　　　延べ床面積が50m2以上240m2以下�
　　　新築後20年以内のもの（一定の耐火構造のも
　　　のは25年以内のもの）�
　特例控除額＝新築年月日により価格（注）から1,200
　　万円～150万円控除されます�
（注）「価格」とは新築住宅にあっては固定資産評
　価基準により算定した価格、中古住宅にあっては
　取得時の固定資産課税台帳の登録価格�
�

住宅用土地の軽減�
特例適用住宅取得による軽減�
　　特例適用住宅の土地については、次のいずれか
　多い額が軽減されます�
　　45,000円�
　　１m2当たりの土地価格×住宅の延べ床面積の２
　　倍（200m2限度）×３％�
住宅取得による軽減（平成15年３月31日以前の土
地取得に限る）�
　条件により税額の1／４が減額になります�
�
　詳しくはお問い合わせください。�
　問い合わせ�
　県中地方振興局県税部課税第一グループ�
　　024-935-1254�
�

寄付ありがとうございます�
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

川 辺 �

　 〃 　 �

竜 崎 �

　 〃 　 �

南 須 釜 �

北 須 釜 �

　 吉 　 �

須 藤 　 利 夫 �
矢 部 　 正 明 �
小 林 　 勝 昭 �
小 林 　 　 正 �
大 越 　 　 由 �
矢 吹 　 光 男 �
佐 藤 　 春 男 �

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

おくやみ申し上げます�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

川　　辺�

〃�

竜　　崎�

〃�

〃�

南 須 釜�

〃�

北 須 釜�

吉�

須 藤 　 利 治 �

矢 部 　 正 雄 �

小 林 　 　 彌 �

小 林 　 吉 伊 �

仁井田ヂョウ�

大 越 　 ス イ �

大 野 　 好 清 �

矢 吹 　 キ ン �

佐 藤 　 筋 策 �

利治�

正雄�

勝昭�

正�

勝美�

由�

好清�

光江�

春男�

お誕生おめでとうございます�
（４月届出分）�

（４月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

小　　高�

岩 法 寺�

四辻新田�

関 根 姫 菜 �

遠 藤 　 蓮 �

塩 田 雄 翔 �

浩司�

芳範�

道雄�

　　 ひ　　　 な�

　　　　　　 れん�

　　 ゆう　　　と�

５月１日現在の村のようす�
（前月比）�

1 , 9 9 2  戸 �

7 , 4 9 2  人 �

3 , 7 2 0  人 �

3 , 7 7 2  人 �

（＋1 0 戸 ）�

（＋1 4 人 ）�

（＋ 2 人 ）�

（＋1 2 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

�

夜
間
延
長
窓
口
の
開
設

に
つ
い
て�

�

　
役
場
で
は
、
次
に
よ
り
夜
間
窓

口
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

本
庁
の
み
の
開
設
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

▼
開
設
日
時�

　
毎
週
水
曜
日
・
午
後
７
時
ま
で

　
（
祝
日
及
び
12
月
29
日
か
ら
１

　
月
３
日
は
除
き
ま
す
）�

▼
取
扱
業
務�

《
住
民
係
関
係
》�

　
◇
住
民
票
写
し
の
交
付
◇
戸
籍

　
謄
抄
本
の
交
付
◇
印
鑑
証
明
書

　
の
交
付�

《
税
務
係
関
係
》�

　
◇
税
務
証
明
書
の
交
付
（
納
税

　
証
明
・
所
得
証
明
・
資
産
証
明
）

　
◇
納
税
相
談
な
ど�

▼
注
意
事
項�

　
　
証
明
内
容
に
よ
っ
て
は
本
人

　
以
外
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
代
理
申

　
請
の
場
合
は
利
用
目
的
を
う
か

　
が
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
　
次
の
業
務
は
原
則
と
し
て
夜

　
間
窓
口
で
は
取
り
扱
い
い
た
し

　
ま
せ
ん
。�

　
　
◇
転
入
・
転
出
関
係
◇
印
鑑

　
　
登
録
◇
外
国
人
登
録
関
係
◇

　
　
各
種
住
民
異
動
関
係�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
住
民
税
務
課�

　
　
57
―

４
６
２
２
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４
６
２
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農
業
用
廃
プ
ラ
は
回
収
に

よ
る
適
正
な
処
理
を�

�

▼
野
焼
き
、
不
法
投
棄
禁
止�

　
農
業
用
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
排
出
事
業
者
（
農
業
者
）

自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
産

業
廃
棄
物
で
す
。�

▼
適
正
処
理
の
方
法
、
分
別
回
収

に
つ
い
て�

　
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
の
た
め
に
は
、
分

別
回
収
す
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で

す
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
の
た
め
の
分
別
回
収

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
家

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。�

▼
分
別
の
仕
方�

　
「
農
ビ
」
「
農
ポ
リ
」
「
そ
の

　
他
」
の
３
種
類
に
分
け
て
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
回
収
日
、
費
用
、
そ
の
他
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
各
支

店
、
畜
産
組
合
、
酪
農
組
合
等
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
役
場
企
画
産
業
課�

　
　
57
―

４
６
２
７�

特設人権相談所が開設されます�
日　時　6月1日　午前10時～12時�
場　所　玉川村就業改善センター�
問い合わせ�
　役場住民税務課　　57－4624

小型ガス瞬間湯沸器を�
使用されている皆様へ�

●必ず換気をして、一酸化炭素中毒による
死亡事故を防ぎましょう。�

○最近、換気不良により、小型ガス瞬間湯沸器
での一酸化炭素中毒による死亡事故が発生し
ています。�
○物が燃えるには、新鮮な空気が必要です。十
分な換気をしなければ、空気が不足し、一酸
化炭素が発生します。�
○閉め切った４畳半で小型ガス瞬間湯沸器を燃
焼すると、約20分で致死量の一酸化炭素が
部屋に充満することもあります。�
○一酸化炭素は無色無臭です。頭痛や吐き気で
異変に気付いた時には、手足がしびれて動けず、
手遅れになって死に至る場合もあります。�
○必ず換気をしてください。経済産業省からの
お願いです。�
　問い合わせ�
　経済産業省商務情報政策局製品安全課�
　　03－3501－4707

それ以降、アナログテレビについては、デジ
タルチューナーなどを取り付けなければ視聴
できなくなります。�
　くわしくは、お近くの電気店などにおたずねください。�
�
地上デジタル放送に関するお問い合わせは、�
　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信�
　相談センターまで�
　　0570－07－0101�
�
　地上デジタル放送に関する誤った情報や、不
十分な情報に基づいて関連商品・サービスを売
りつける悪質商法にご注意ください。�

～権現山の桜植樹祭から～�～石川青年会議所交通安全教室から～�
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不動産取得税の軽減措置についてのお知らせ�
　土地や家屋を取得すると、その取得ごとに一度だけ県の不動産取得税が課税されます。税額は
不動産取得税の課税標準額の３％（ただし住宅以外の家屋の取得については３.５％）になります。�
　なお、次の要件を満たしている場合には軽減措置の適用があります。�

特例適用住宅の軽減�
新築住宅�
　要件＝述べ床面積50m2以上240m2以下�
　特例控除額＝価格（注）から1,200万円控除�
中古住宅�
　要件＝次のすべてを満たしていること�
　　　個人である取得者自らが居住するもの�
　　　延べ床面積が50m2以上240m2以下�
　　　新築後20年以内のもの（一定の耐火構造のも
　　　のは25年以内のもの）�
　特例控除額＝新築年月日により価格（注）から1,200
　　万円～150万円控除されます�
（注）「価格」とは新築住宅にあっては固定資産評
　価基準により算定した価格、中古住宅にあっては
　取得時の固定資産課税台帳の登録価格�
�

住宅用土地の軽減�
特例適用住宅取得による軽減�
　　特例適用住宅の土地については、次のいずれか
　多い額が軽減されます�
　　45,000円�
　　１m2当たりの土地価格×住宅の延べ床面積の２
　　倍（200m2限度）×３％�
住宅取得による軽減（平成15年３月31日以前の土
地取得に限る）�
　条件により税額の1／４が減額になります�
�
　詳しくはお問い合わせください。�
　問い合わせ�
　県中地方振興局県税部課税第一グループ�
　　024-935-1254�
�

寄付ありがとうございます�
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

川 辺 �

　 〃 　 �

竜 崎 �

　 〃 　 �

南 須 釜 �

北 須 釜 �

　 吉 　 �

須 藤 　 利 夫 �
矢 部 　 正 明 �
小 林 　 勝 昭 �
小 林 　 　 正 �
大 越 　 　 由 �
矢 吹 　 光 男 �
佐 藤 　 春 男 �

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

おくやみ申し上げます�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

川　　辺�

〃�

竜　　崎�

〃�

〃�

南 須 釜�

〃�

北 須 釜�

吉�

須 藤 　 利 治 �

矢 部 　 正 雄 �

小 林 　 　 彌 �

小 林 　 吉 伊 �

仁井田ヂョウ�

大 越 　 ス イ �

大 野 　 好 清 �

矢 吹 　 キ ン �

佐 藤 　 筋 策 �

利治�

正雄�

勝昭�

正�

勝美�

由�

好清�

光江�

春男�

お誕生おめでとうございます�
（４月届出分）�

（４月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

小　　高�

岩 法 寺�

四辻新田�

関 根 姫 菜 �

遠 藤 　 蓮 �

塩 田 雄 翔 �

浩司�

芳範�

道雄�

　　 ひ　　　 な�

　　　　　　 れん�

　　 ゆう　　　と�

５月１日現在の村のようす�
（前月比）�

1 , 9 9 2  戸 �

7 , 4 9 2  人 �

3 , 7 2 0  人 �

3 , 7 7 2  人 �

（＋1 0 戸 ）�

（＋1 4 人 ）�

（＋ 2 人 ）�

（＋1 2 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

�

夜
間
延
長
窓
口
の
開
設

に
つ
い
て�

�

　
役
場
で
は
、
次
に
よ
り
夜
間
窓

口
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

本
庁
の
み
の
開
設
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

▼
開
設
日
時�

　
毎
週
水
曜
日
・
午
後
７
時
ま
で

　
（
祝
日
及
び
12
月
29
日
か
ら
１

　
月
３
日
は
除
き
ま
す
）�

▼
取
扱
業
務�

《
住
民
係
関
係
》�

　
◇
住
民
票
写
し
の
交
付
◇
戸
籍

　
謄
抄
本
の
交
付
◇
印
鑑
証
明
書

　
の
交
付�

《
税
務
係
関
係
》�

　
◇
税
務
証
明
書
の
交
付
（
納
税

　
証
明
・
所
得
証
明
・
資
産
証
明
）

　
◇
納
税
相
談
な
ど�

▼
注
意
事
項�

　
　
証
明
内
容
に
よ
っ
て
は
本
人

　
以
外
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
代
理
申

　
請
の
場
合
は
利
用
目
的
を
う
か

　
が
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
　
次
の
業
務
は
原
則
と
し
て
夜

　
間
窓
口
で
は
取
り
扱
い
い
た
し

　
ま
せ
ん
。�

　
　
◇
転
入
・
転
出
関
係
◇
印
鑑

　
　
登
録
◇
外
国
人
登
録
関
係
◇

　
　
各
種
住
民
異
動
関
係�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
住
民
税
務
課�
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農
業
用
廃
プ
ラ
は
回
収
に

よ
る
適
正
な
処
理
を�

�

▼
野
焼
き
、
不
法
投
棄
禁
止�

　
農
業
用
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
排
出
事
業
者
（
農
業
者
）

自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
産

業
廃
棄
物
で
す
。�

▼
適
正
処
理
の
方
法
、
分
別
回
収

に
つ
い
て�

　
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
の
た
め
に
は
、
分

別
回
収
す
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で

す
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
の
た
め
の
分
別
回
収

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
家

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。�

▼
分
別
の
仕
方�

　
「
農
ビ
」
「
農
ポ
リ
」
「
そ
の

　
他
」
の
３
種
類
に
分
け
て
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
回
収
日
、
費
用
、
そ
の
他
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
各
支

店
、
畜
産
組
合
、
酪
農
組
合
等
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�
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特設人権相談所が開設されます�
日　時　6月1日　午前10時～12時�
場　所　玉川村就業改善センター�
問い合わせ�
　役場住民税務課　　57－4624

小型ガス瞬間湯沸器を�
使用されている皆様へ�

●必ず換気をして、一酸化炭素中毒による
死亡事故を防ぎましょう。�

○最近、換気不良により、小型ガス瞬間湯沸器
での一酸化炭素中毒による死亡事故が発生し
ています。�
○物が燃えるには、新鮮な空気が必要です。十
分な換気をしなければ、空気が不足し、一酸
化炭素が発生します。�
○閉め切った４畳半で小型ガス瞬間湯沸器を燃
焼すると、約20分で致死量の一酸化炭素が
部屋に充満することもあります。�
○一酸化炭素は無色無臭です。頭痛や吐き気で
異変に気付いた時には、手足がしびれて動けず、
手遅れになって死に至る場合もあります。�
○必ず換気をしてください。経済産業省からの
お願いです。�
　問い合わせ�
　経済産業省商務情報政策局製品安全課�
　　03－3501－4707

それ以降、アナログテレビについては、デジ
タルチューナーなどを取り付けなければ視聴
できなくなります。�
　くわしくは、お近くの電気店などにおたずねください。�
�
地上デジタル放送に関するお問い合わせは、�
　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信�
　相談センターまで�
　　0570－07－0101�
�
　地上デジタル放送に関する誤った情報や、不
十分な情報に基づいて関連商品・サービスを売
りつける悪質商法にご注意ください。�

～権現山の桜植樹祭から～�～石川青年会議所交通安全教室から～�



広報紙に掲載された写真が欲しい方は�
　　総務課広報広聴係（57－4621）まで�

納税：村県民税�

この広報紙は適切に育まれた森から生まれたFSC認証紙を使っています。
FSC認証紙は、適切に管理された森林の木材を原料としており、バランスの取れた

「植林→育成→伐採→植林」のサイクルを通じて森林保全を行っています。
森林保全を支援することによって地球温暖化の原因であるCO2削減にも役立ちます。

　
旧
四
辻
分
校
の
校
庭
に
あ
る
桜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
見

ご
ろ
を
迎
え
た
桜
が
暗
闇
に
幻
想

的
に
浮
か
び
あ
が
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
長
年

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
だ
っ
た

四
辻
分
校
が
３
月
い
っ
ぱ
い
で
閉

校
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
ま
で

子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
っ
て
き

た
桜
に
光
を
当
て
、
多
く
の
方
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
四
辻
新

田
集
落
営
農
組
合
（
大
和
田
宏
組

合
長
）
が
事
業
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
だ
も
の
。�

　
来
年
以
降
も
、
桜
の
開
花
時
季

に
合
わ
せ
、
行
う
予
定
で
す
。�

�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

月� 火� 水� 木� 金� 土� 日�

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

村民球技大会�
(8:00)�

�
�
�
�
（休医）あつうみ�
内科医院(玉川村)

(元)健康たいそう教室(3B)�
(9:30文体)�

(元)健康たいそう教室�
(13:00プール)

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

子ども教室�
(13:00文体)

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�
　　　　　(平田村)

�

住民検診�
(村民体育館)�

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

子ども教室�
(13:00文体)�

(元)ちびっ子スポーツ教室�
(13:30文体)

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�
　　　　　(平田村)

(元)健康たいそう教室�
(13:00プール)�

１歳６カ月児健診�
(13:00保セ)�

９～10カ月児健診�
(13:30保セ)

住民検診�
(川辺公民館)�

(元)健康たいそう教室(3B)�
(9:30文体)

生き生き女性セミナー�
(8:30)�

読み聞かせ会�
(10:00文庫)

住民検診�
(村民体育館)�

(元)健康たいそう教室�
(13:00プール)

(元)健康たいそう教室(3B)�
(9:30文体)

(元)中高年登山教室�
(雄国沼～雄国山)

なつ椿学級�
(9:30須公)�

こぶし学級�
(13:30就改)�

ワーキンググループ�
(18:30クラブ)�

陶芸教室�
(19:00就改)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)

住民検診�
(川辺公民館)�

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)

住民検診�
(中生活改善センター)�
(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�

(9:30文体)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)

すくすくクラブ�
(10:00保セ)�

ポリオ�
(12:45保セ)�

ナイター開放�
(18:30村グ)

住民検診�
(吉集会所)

住民検診�
(竜崎集会所)�

３～４カ月児健診�
(13:30公立病院)�
【以下右下欄へ】�

��

住民検診�
(山小屋コミュニティーセンター)�
ナイター開放�

(18:30村グ)

住民検診�
(諏訪屋旅館)

住民検診�
(岩法寺農業改善センター)�
ナイター開放�

(18:30村グ)�
チャレンジ教室�
(19:00クラブ)

閉じこもり予防教室�
(13:00保セ)�

ナイター開放�
(18:30村グ)

住民検診�
(北須釜生活改善センター)

陶芸教室�
(19:00就改)

○（休医）・休日当番医�
○（元）・・元気スポーツクラブ�
○文体・・文化体育館�
○クラブ・・文化体育館クラブハウス�
○保セ・・保健センター�
○文庫・・クックちゃん文庫�
○村グ・・村民グランド�
○就改・・就業改善センター�
○須公・・須釜公民館�

住民検診�
(体育センター)�

�
�
�
�
(休医)とうまち�
クリニック(石川町)

20日（水）つづき�

14
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